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真辺 新三郎

丸尾 鈴子

川本 田鶴子

上口 和之

柏木 幹雄
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天神 義明

廣木 ひさし

松本 和彦

亀井 厚一

髙原 恵子

福江 敏明

鮎川 保正

大原 健二

瓜生 洋子

檜和田 謙司

田村  茂

運木 和子

大坂 耕示

川畑 順子

森  明弘

三保木 美智子

中田 秀樹

光岡  宏

法要懇志御礼

婦人会例会 12時～ 門徒会館18日（火）

コール・カンタカ練習日 14時～ 本堂

宗祖命日 7時～ 本堂

10日（月）

16日（日）

3月の行事予定

【 開門・閉門の時間 】●寺報には大切な情報が書かれていることがあります。捨てずに一読ください。

●お経本は床に置かないでください。

●毎月16日は親鸞聖人命日（おあさじ）にお参りください。

●住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

6時30分6時30分
開 門

18時 00分18時 00分
閉 門

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）

郵便振替にて納入いただいた方の掲載が遅くなりましたことお詫び申し上げます。

寒い日が続きますが、だんだんと春が近づいてきました。

はやいもので来月、永照寺だより発刊から21年になります。紙面の内容もいろいろと変化しました。

楽しく執筆出来るときもあれば、書くのが苦しいときもありました。

そんななか１回も休むことなく毎月発刊できたことは皆様のお陰と深く感謝しております。

「またきたか」とうんざりすることがあるかもしれませんが（笑）どうか今後ともお付き合いください。

阿弥陀様はひとときも休むことなく私とご一緒してくださいます。

そのお心には到底およびませんが、

お寺からのメッセージが毎月届くというところに勝手に意義を感じています。

これからも皆様への感謝を忘れないよう精進していきますので、

どうかご指導の程、よろしくお願い申し上げます。

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

モバイルは
このマークをカメラで
読み込んでください。

https://www.eishouji.or.jp/
ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。 永照寺 :住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も

合わせてご覧いただければ幸いです。
左記のホームページ内に移転しました。北九州      　永照寺

離れて暮らすご家族にもオススメください。

宗祖命日 2月の参拝者
順不同 ： 敬称略7名

井野 順子
延吉 政彦
増田 和久

森下 勝美
池本 周司
池本 眞理子
本多 義宏
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法事のこころえ

お位牌について

最近、法事に関してのお問い合わせが多いので、今月の寺報で簡単に掲載させていただきます。
（ホームページ「仏事について」でも掲載しています。）

法事とは、阿弥陀さまから恵まれた私のための尊い仏法聴聞の場です。

拙寺では満中陰法要（49日法要）までは白木位牌を用い49日以降に過去帳等に転記します。

（西本願寺は過去帳をすすめています）

●

●
●
●
●

●

●  

合掌の時には、手を合わせて

「なもあみだぶつ（なまんだぶ）」と

声に出してから礼拝をいたします。

一緒におつとめをするように心がけましょう。

経本や念珠は直に床に置かないでください。

焼香用の香と種火の炭を用意します。

リンは読経の時に使います。

仏さまへの挨拶代わりに叩くものではありません。

上書きは寺院には「御布施」と書きます。

（回向料・寸志・経料とは書きません）

お参りに行かれた場合は、「御仏前」と書きます。

（御霊前とは書きません）

お
時
間
許
す
方
、興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

北豊教区 in 小倉昭和館布教大会

13:00～16:00 （開場12：30）

小倉昭和館
（鎮西別院）������������TEL.

お問合せ

入場料無料
2025年（令和7年）

3/13木 14金

▲経本や念珠は直に床に置かないでください。

▲御仏前のお供えの向き法事について

1.
2.
ご自宅にてお勤めする（日時を決めてこちらからお参りに伺います）

お寺にてお勤めする

●
●
お参りに来る人数をお知らせください。

法要会場はイス席です。

●
●
●

位牌、過去帳、法名軸のいずれか
お供え（お菓子、果物等）
お花（アレンジ可）

持参したほうが
いいもの

上記持参いただかなくてもお勤めできますので、無理のない範囲で大丈夫です。

写真等、故人を偲ぶものをご持参いただいても結構です。


